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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プラグヘッド（１）と、摺動方向に沿って前記プラグヘッド上を軸方向に押圧できると
共に前記プラグヘッドに対して軸方向に移動可能な、前記プラグヘッドの受容に適する摺
動スリーブ（７）とを具備する差込みコネクタであって、
　前記プラグヘッドは、端部に少なくとも１個のケーブル接続部材（３）を有する中空の
本体（２）と、該本体の少なくとも一表面（４）に割り当てられると共に前記摺動方向に
沿って延びており、少なくとも１個の自由端を有する２個のロック舌片（５）とを有し、
　前記摺動スリーブは、前記プラグヘッドを受容する開口（８）と、前記ロック舌片に割
り当てられると共に、前記摺動方向に前記摺動スリーブを移動させることによりロック状
態からロック解除状態へ前記ロック舌片を移動させるロック解除部材（９）とを有する差
込みコネクタにおいて、
　前記ロック舌片は、連結部材（６）により連結され、
　前記ロック解除部材は、前記ロック舌片に割り当てられた、前記摺動スリーブの内面の
開口（８）に形成され、且つ前記連結部材との摺動接触により前記ロック舌片を前記ロッ
ク解除状態に移動させることを特徴とする差込みコネクタ。
【請求項２】
　前記ロック解除部材は、前記摺動スリーブの軸方向の移動により、前記連結部材が前記
ロック解除状態を設定するよう前記摺動方向に沿って前記本体から持ち上げることを特徴
とする請求項１記載の差込みコネクタ。
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【請求項３】
　前記ロック解除部材は、前記摺動方向に沿った一端が自由端であるガイド脚（１２）と
、該ガイド脚を支持すると共に該ガイド脚との間に90°より大きな角度を形成する持ち上
げ脚（１３）とを有し、
　前記連結部材は、前記ロック状態では前記ガイド脚に密接し、前記ロック解除状態では
前記持ち上げ脚に密接することを特徴とする請求項１又は２記載の差込みコネクタ。
【請求項４】
　前記ロック解除部材は、前記ロック状態で前記本体の前記表面に密接するガイド面（１
４）を有することを特徴とする請求項１ないし３のうちいずれか１項記載の差込みコネク
タ。
【請求項５】
　前記ロック舌片は、予荷重下で前記ロック解除部材に密接することを特徴とする請求項
４記載の差込みコネクタ。
【請求項６】
　前記ロック解除部材は、予荷重下で前記ロック状態に達すると、前記本体に密接するこ
とを特徴とする請求項５記載の差込みコネクタ。
【請求項７】
　前記摺動方向に沿って前記表面の前に軸方向に支持されると共に放射方向内側に形成さ
れた摺動面（２１）が、前記表面に割り当てられ、
　前記表面に予荷重下で密接するために前記摺動スリーブが前記プラグヘッドに押圧され
ると、前記ロック解除部材を押圧する摺動傾斜部（２８）が設けられていることを特徴と
する請求項５又は６記載の差込みコネクタ。
【請求項８】
　前記ロック解除部材は、前記摺動スリーブと一体に形成され、
　前記ロック舌片は、前記本体と一体に形成されていることを特徴とする請求項１ないし
７のうちいずれか１項記載の差込みコネクタ。
【請求項９】
　前記連結部材は、前記ロック舌片の前記自由端の領域に設けられていることを特徴とす
る請求項１ないし８のうちいずれか１項記載の差込みコネクタ。
【請求項１０】
　前記プラグヘッドは、前記本体及び前記ケーブル接続部材間に、前記摺動方向に沿って
前記摺動スリーブの移動を制限して前記摺動スリーブ用の制限停止部（２２）としてのカ
ラー部（１０）を有することを特徴とする請求項１ないし９のうちいずれか１項記載の差
込みコネクタ。
【請求項１１】
　前記プラグヘッドは、ガイド部材（１６，１７）を有し、
　前記摺動スリーブは、前記ガイド部材に割り当てられると共に前記プラグヘッド上で前
記摺動スリーブを案内するためのガイドを前記ガイド部材と形成する相手ガイド部材（１
８，１９）を有することを特徴とする請求項１ないし１０のうちいずれか１項記載の差込
みコネクタ。
【請求項１２】
　前記ガイド部材は、制限停止部を形成し、
　前記相手ガイド部材は、前記ロック状態では前記摺動方向に対抗して前記摺動スリーブ
の移動を制限する相手制限停止部（２３）を形成することを特徴とする請求項１１記載の
差込みコネクタ。
【請求項１３】
　前記ガイド部材は、前記表面に隣接した少なくとも前記本体の側面（２０）に形成され
、
　前記相手ガイド部材は、前記側面に割り当てられた、前記摺動スリーブの内面の前記開
口に形成されていることを特徴とする請求項１１又は１２記載の差込みコネクタ。
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【請求項１４】
　前記差込みコネクタは、少なくとも１個の指示部材（３１）を有することを特徴とする
請求項１ないし１１のうちいずれか１項記載の差込みコネクタ。
【請求項１５】
　前記指示部材は、可視状態及び有体物のいずれか一方又は双方の形態で配置されている
ことを特徴とする請求項１４記載の差込みコネクタ。
【請求項１６】
　差込みコネクタ及び相手コネクタを具備する差込みシステムであって、
　請求項１ないし１５のうちいずれか１項記載の差込みコネクタを使用することを特徴と
する差込みシステム。
【請求項１７】
　前記相手コネクタは、指示部材を有することを特徴とする請求項１６記載の差込みコネ
クタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プラグヘッドと、このプラグヘッドの受容に適しており、プラグヘッド上を
摺動方向に沿った軸方向に押圧可能であり、プラグヘッドに対して軸方向に沿って移動可
能である摺動スリーブとを具備する差込みコネクタに関する。プラグヘッドは中空の本体
を有し、この本体は、端部に設けられた少なくとも１個のケーブル接続部材と、本体の少
なくとも一面に割り当てられ、摺動方向に延び、少なくとも１個の自由端を有する２個の
ロック舌片とを有する。摺動スリーブは、プラグヘッドを受容する開口と、ロック舌片に
割り当てられ、摺動方向に摺動スリーブを移動させることにより、ロック舌片をロック状
態からロック解除状態に移動させるロック解除部材とを有する。
【背景技術】
【０００２】
　このような差込みコネクタは、ロック可能な差込みシステムの一部である。このロック
可能な差込みシステムは、差込みコネクタと、摺動操作により軸方向に差込みコネクタに
接続される相手コネクタとのロック装置により、意図しない解除から保護するものである
。差込みコネクタは通常、詳細にはプラグヘッドを有する。プラグヘッド上には、差込み
システム用のロック解除装置として作用するため、軸方向に移動可能になるように摺動ス
リーブが配置される。この摺動スリーブが相手コネクタから離れる向きの摺動方向に移動
することにより、差込みシステムのロック装置を解除する。摺動操作によりロックされ又
はロック解除されるこのような迅速ロックは、プッシュ・プルという用語によっても知ら
れている。差込みコネクタのプラグヘッド及び摺動スリーブは、短い距離だけ互いに対し
て移動する。この結果、例えばラッチフック及び凹部の形態のロック部材は差込み時に互
いにロックするのに対し、差込みコネクタが適当な形状の摺動スリーブ及びプラグヘッド
のラッチフックにより摺動スリーブを介して引っ張られると、ラッチフックは相手コネク
タの凹部から持ち上げられ、ロックを解除する。
【０００３】
　ロック装置を有するこのような差込みシステムは、独国特許第１０２３６２７５号によ
り公知である。差込みシステムは、互いに結合可能な差込みコネクタ及び相手コネクタを
有する。差込みコネクタはプラグヘッドを具備し、プラグヘッドは軸方向に移動可能な摺
動スリーブを有する。プラグヘッドは中空の本体を具備する。本体は２個のロック舌片を
有する。ロック舌片は、摺動方向に延びると共に差込みシステムをロックするために、相
手コネクタのラッチ凹部と係合するよう自由端にラッチフックを有する。摺動スリーブは
、ロック舌片に割り当てられる凹部を有する。プラグヘッドが摺動スリーブに差し込まれ
る際に、ロック舌片は凹部内に延びる。摺動スリーブの凹部は斜面により制限され、斜面
の傾斜はロック舌片の自由端の摺動斜面に対応する。このため、差込みコネクタの嵌合状
態において、ロック舌片の摺動斜面は、摺動スリーブの斜面上にある。摺動スリーブを軸
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方向に移動することにより、ロック舌片はロック解除状態へ持ち上げられ、その状態に置
かれる。この結果、差込みコネクタは相手コネクタから容易に引き出すことができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、差込み接続を解除する摺動スリーブの軸方向の移動を通して、摺動スリーブの
内面及びプラグヘッドの外面間に存在する遊びのため、摺動スリーブの若干の捩れが生じ
、ロック舌片が不均等に持ち上がるという結果となる可能性がある。この結果、少なくと
も１個のロック舌片のラッチフックは、ラッチ状態のままである可能性がある。というの
は、ロック舌片のラッチフックは、相手コネクタのラッチ凹部から十分には持ち上がらな
いからである。本明細書で言うところのラッチ状態は、ラッチフックの制限停止面がラッ
チ凹部の相手制限停止面により覆われるので、ラッチフック及びラッチ凹部は互いに対し
て軸方向に自由に移動できないことを意味するものと理解される。
【０００５】
　ロック舌片の不均等な持ち上がり、及びその結果生ずる少なくとも１個のラッチ舌片の
ラッチ状態の維持のため、ラッチ状態を克服する、対応するより高い作動力がなければ、
差込みコネクタを相手コネクタからロック解除することができない。これはまた、ラッチ
状態を克服することにより差込み接続を解除する結果生ずるモーメントのため、ロック舌
片のラッチフックの領域、及び相手コネクタのラッチ凹部の領域の一方又は双方の破壊と
いう結果となり得る。この結果、差込み接続のラッチ手段を損傷し、差込みシステム又は
差込みシステムの対応する部分の耐用年数が短くなるであろう。
【０００６】
　従って、本発明は、相手コネクタから容易且つ信頼性高く解除でき、長い耐用年数の差
込みコネクタを提供するものである。本発明の別の目的は、本発明に従った差込みコネク
タを使用する差込みシステムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述の課題を解決するために、本発明によれば、請求項１に記載された特徴を有する差
込みコネクタが提供される。上述の別の目的は、請求項１６の特徴を有する差込みシステ
ムにより達成される。その差込みシステムは、本発明に従った差込みコネクタを使用する
。差込みコネクタは、プラグヘッドと、プラグヘッドの受容に適する摺動スリーブとを具
備する。摺動スリーブは、プラグヘッド上を摺動方向に沿った軸方向に押圧可能であり、
プラグヘッドに対して軸方向に沿って移動可能である。プラグヘッドは、摺動スリーブに
形成された開口に受容される。プラグヘッドは中空の本体を有し、この本体は、端部に設
けられた少なくとも１個のケーブル接続部材と、本体の少なくとも一表面に割り当てられ
、摺動方向に沿って延び、各々が少なくとも１個の自由端を有する２個のロック舌片とを
有する。ロック舌片は、連結部材により連結されている。摺動スリーブでは、ロック舌片
に割り当てられた、摺動スリーブの内面の開口に形成されたロック解除部材が、連結部材
に割り当てられている。摺動スリーブがプラグヘッド上で押圧されると共にプラグヘッド
に対して軸方向に移動した後、ロック解除部材の連結部材との摺動接触により、ロック舌
片は、ロック状態からロック解除状態になる。
【０００８】
　本明細書において、ロック状態とは、特に、摺動スリーブが紛失することがないようプ
ラグヘッド上にちょうど押圧されたばかりであり、ロック舌片が差込みコネクタのラッチ
状態に対応する位置をとる状態である。差込みコネクタのラッチ状態とは、一般に、差込
みコネクタが相手コネクタにロックされた状態、すなわち、差込みコネクタのロック舌片
が本目的のために設けられる相手コネクタのロック装置、例えばラッチ凹部に係止し、差
込みコネクタ及び相手コネクタを互いにロックする状態である。他方、ロック解除状態と
は、差込みコネクタ及び相手コネクタが互いに自由に移動可能である位置をロック舌片が
とる状態である。
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【０００９】
　ロック解除部材と、ロック舌片を連結する連結部材との摺動接触により、ロック舌片は
、摺動スリーブが若干回転した場合であっても、ラッチ状態に対応する位置からロック解
除状態に対応する位置へ均等に移行する。これにより、ロック舌片は、相手コネクタのロ
ック装置から容易且つ信頼性高く解除され、作動力を増大させることなく、差込みコネク
タを相手コネクタから取り外すことができる。また、ロック舌片は相手コネクタのロック
装置に係止しないので、ロック舌片及び相手コネクタのロック装置に対する損傷を信頼性
高く防止する。
【００１０】
　好適な一実施形態によれば、摺動スリーブのロック解除部材は、摺動スリーブが軸方向
に移動する場合には本体から摺動方向に沿って連結部材がロック解除状態に持ち上げる形
態にある。このため、差込みコネクタの嵌合状態において、ロック舌片と、ロック舌片間
に配置されたロック解除部材とのコンパクトな配置により、本体及び摺動スリーブの内面
の間に設けられる空間を小さく保つことができるので、連結部材を有するロック舌片とロ
ック解除部材との空間を小さくする配置が可能になる。
【００１１】
　好適には、ロック解除部材は、摺動方向に沿って自由端を有するガイド脚と、ガイド脚
を支持し、ガイド脚と90°より大きな角度をなす持ち上げ脚とを有する。連結部材は、ロ
ック状態では少なくともガイド脚上に、ロック解除状態では持ち上げ脚上に密接するのが
好ましい。このようにして、摺動スリーブがプラグヘッド上で押圧された後、連結部材の
ロック解除部材との一定の摺動接触が確保される。連結部材は、例えば段（phase）であ
る、持ち上げ脚の摺動接触面に割り当てられた斜面を好適に有する。このため、ガイド脚
からロック解除部材の持ち上げ脚までの連結部材の摺動接触の過渡状態は、傾斜すること
なく実現可能であり、摺動方向に沿った摺動スリーブの軸方向の移動の間、作動力が増大
することはない。ガイド脚及び持ち上げ脚のなす角度が90°より大きくなるよう選択され
ねばならないので、断面における持ち上げ脚の摺動接触面はガイド脚に対して傾斜する平
面を表す。この傾斜する平面に沿って、連結部材を案内することができ、必ず持ち上げる
ことができる。連結部材の持ち上げは、その連結特性のため、必ずロック舌片を均等に持
ち上げる結果となる。ロック解除移動の間に摺動スリーブの若干の捩れが生じた場合であ
っても、ロック解除部材と、ロック舌片間に配置される連結部材との摺動接触のみが、ロ
ック舌片を均等に持ち上げることを保証する。
【００１２】
　本発明の好適な一実施形態において、ロック状態にあるロック解除部材は、いかなる場
合でも本体の表面に密接する。このように、摺動スリーブ及びプラグヘッドの本体間に存
在する遊びを減少することができるので、ロック舌片をロック解除状態に移行させる摺動
スリーブの捩れに対抗することができる。ここで、特に、ロック舌片が予荷重下でロック
解除部材に密接することが好ましい。この予荷重は、例えば、本体に接続された端部から
自由端まで放射方向内向きに若干傾斜するようにロック舌片を形成することにより、達成
することができる。この結果、ロック状態にあるロック解除部材は、ロック舌片を若干持
ち上げ、ロック舌片のこのように生成された放射方向内向きに作用する力を予荷重として
利用する。ロック解除部材上のロック舌片の予荷重はまた、ロック状態に到達する際にロ
ック解除部材が予荷重下で本体に密接することができるよう予荷重がロック解除部材を介
して本体に作用するように、好適には選択することができる。このようにして、本体上で
のロック解除部材の遊びのない密接が信頼性高く確保されるので、摺動スリーブもまた、
ロック解除部材の領域でプラグヘッドに密接する。
【００１３】
　ロック解除の遊びのない密接は、好適には、摺動方向に沿った本体の面の前に軸方向に
支持されると共に、放射方向内向きに形成され、本体の表面に割り当てられる摺動面と、
摺動スリーブがプラグヘッドに押圧される際に表面に予荷重下で密接するために放射方向
外向きにロック解除部材を押圧する摺動斜面とにより達成することができる。特に、摺動
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斜面は、摺動面及び表面間、及びロック解除部材のガイド脚の自由端の一方又は双方に形
成することができる。
【００１４】
　本発明の好適な一実施形態によれば、ロック解除部材は摺動スリーブと一体に形成され
、ロック舌片は本体と一体に形成される。このため、摺動スリーブ及びプラグヘッドの製
造工程の間、ロック解除部材及びロック舌片を固定する作業、例えば差込みコネクタの構
成部品用の材料の選択により、摺動スリーブ及びプラグヘッドにそれぞれをしっかりとリ
ベット加締、接着又は溶接することは不要である。このようにして、ロック解除部材及び
ロック舌片の分離を容易に防止することができる。差込みコネクタは、好適にはプラスチ
ックを含む絶縁材料を射出成形することにより形成されるが、差込みコネクタがどのよう
に使用されるかによっては任意の他の材料で形成することもできる。好適には、少なくと
もロック舌片及びロック解除部材の一方又は双方は、予荷重下の密接を達成するために弾
性材料で形成される。
【００１５】
　本発明の好適な別の実施形態によれば、連結部材は、ロック舌片の自由端の領域に設け
られる。このため、ロック舌片をロック解除状態へ持ち上げるのに必要な力が減少するの
で、ロック解除部材及び連結部材のより小さい又はより細い形状が可能になる。
【００１６】
　本発明の好適な別の実施形態によれば、プラグヘッドは、本体及びケーブル接続部材間
に摺動スリーブ用の制限停止部として設けられ、摺動方向に沿った摺動スリーブの移動を
制限するカラー部を有する。このため、連結部材及びロック解除部材の一方又は双方を損
傷する位置を経由して差込みコネクタをロック解除する間、摺動方向に沿った摺動スリー
ブの不要な軸方向の移動を防止することができる。
【００１７】
　好適には、プラグヘッドはガイド部材を有し、摺動スリーブは、ガイド部材に割り当て
られる相手ガイド部材を有する。ガイド部材は、プラグヘッド上の摺動スリーブ用のガイ
ドを形成する。このため、摺動スリーブは、プラグ上に信頼性高く押圧され、傾くことな
く軸方向に移動することができる。ここで、好適には、ガイド部材は制限停止部を形成し
、相手案内部材は、ロック状態において摺動方向に対抗して摺動スリーブの移動を制限す
る相手制限停止部を形成する。この制限のため、摺動スリーブは、紛失することなくプラ
グヘッド上に載置することができる。また、好適には、ガイド部材は表面に隣接する本体
の少なくとも側面に配置することができ、相手ガイド部材は、摺動スリーブの側面に割り
当てられた内面の開口に配置することができる。ガイド部材及び相手ガイド部材の、ロッ
ク舌片を有する表面に対するずれた配置は、プラグヘッドの摺動スリーブへの中心出し受
容を可能にする。このため、連結部材は、傾き又はロック解除部材の隅に連結部材の縁が
係止することなく、ロック解除部材と信頼性高く摺動接触することができる。また、ガイ
ド部材及び相手ガイド部材の一方又は双方は好適には、プラグヘッド又は摺動スリーブか
ら離れた表面が摺動スリーブの内面又はプラグヘッドの側面と摺動接触するように形成す
ることができる。この結果、プラグヘッドは理想的には、全周で摺動スリーブと摺動接触
する。このようにして、軸方向に移動する摺動スリーブの更なる傾斜に対抗するために、
摺動スリーブ及びプラグヘッド間に存在する遊びをさらに低減することができる。
【００１８】
　好適な別の実施形態によれば、差込みコネクタは、差込みコネクタの方向付けられた差
込みを可能にする少なくとも１個の指示部材を有する。ここで、方向付けられた差込みと
は、差込みコネクタの相手コネクタとの好適にはガイドされた差込みを意味するものと理
解される。指示部材は、例えば差込みコネクタの一側面、及び相手コネクタの一側面に配
置され、嵌合状態で互いに対応する差込みシステムの側面を示す。この結果、使用者は、
差込みコネクタが相手コネクタにどのように差し込まれるかを容易に認識できる。また、
方向付けられた差込みは、プラグヘッド上及び摺動スリーブ上に指示部材を適当に配置す
ることにより、摺動スリーブと共にプラグヘッド用に設けることができる。一般に、指示
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部材は、可視状態及び有体物のいずれか一方又は双方の形態をとることができる。指示部
材は、選択によって例えば摺動スリーブ上又はプラグヘッド上に、好適にはカラー部及び
相手コネクタの適当な位置に形成・配備された、高台、窪み、凹部、又は接着点等の付着
、又は同様の指示部材であってもよい。指示部材はさらに、好適には暗くても使用者が方
向付けられた差込みを視認できるように、蛍光又は燐光の指示部材であってもよい。
【００１９】
　本発明のさらに好適な実施形態は、従属請求項で与えられる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　本発明の詳細、利点及び特徴は、図面に関連した以下の実施形態の説明で与えられる。
【００２１】
　図１は、プラグヘッド１及び摺動スリーブ７を具備する、本発明に従った差込みコネク
タの一実施形態を示す分解斜視図である。プラグヘッド１はほぼ直方体をなすものであり
、丸められた縁を有する中空本体２を有する。本体２は一端にカラー部１０を有し、カラ
ー部１０は、突起２４と、カラー部１０上に軸方向に配置されたケーブル接続部材３とを
有する。ケーブル接続部材３はほぼ円形をなし、自由端から突起２４まで延びる外ねじ部
を有する。さらに、ケーブル接続部材３において、本体２により区切られる開口と連通す
る開口が形成されている。ケーブル接続部材３は、例えば金属で形成されるが、例えばプ
ラスチック等の異なる材料で形成されてもよい。突起２４は、例えば射出成形により、プ
ラスチックを含む材料でカラー部１０が本体２と一体の状態で製造される。
【００２２】
　本体２は、上表面４及び下表面４の各々に２個のロック舌片５を有する。ロック舌片５
は、プラグヘッド１の軸方向に沿って延びており、軸方向に対してほぼ横断する方向に延
びる連結部材６により互いに連結されている。各ロック舌片５は自由端を有し、自由端は
、軸方向に対してほぼ横断する方向且つ放射方向内向きに突出するラッチフック１５を有
する。ラッチフック１５の突出部は、ロック舌片５の下面が放射方向内向きである状態で
約90°をなし、ロック舌片５の前端領域で徐々に上がって一縁を介してロック舌片５の放
射方向外向きの上面へ、放射方向斜め外側の軸方向に延びている。このため、このように
形成された斜め方向のラッチフック面は、ガイド面１４の基礎である。このガイド面１４
を介して、相手コネクタ（図示せず）のラッチ凹部のラッチフック面に割り当てられた表
面４に関連するラッチフック１５は、ラッチフック１５を受容するように設けられた、ラ
ッチ凹部の凹部内へ摺動する。この結果、差込みコネクタは、相手コネクタにロックされ
る。
【００２３】
　また、本体２は、表面４に隣接する各側面２０に、レール状の外側ガイド部材１６及び
中央ガイド部材１７を有する。外側ガイド部材１６及び中央ガイド部材１７は、外側ガイ
ド部材１６から所定の垂直方向の距離で外側ガイド部材１６が中央ガイド部材１７を取り
囲むように、側面２０上にほぼ垂直方向に配置される。カラー部１０に対面する側の中央
ガイド部材１７は、側面２０に対してほぼ直角をなす。この結果、制限停止部２２が形成
される。他方、カラー部１０から離れる方向を向く中央ガイド部材１７の側は、放射方向
内向きに延びるので、側面２０に対する斜面を形成する。
【００２４】
　表面４及び側面２０は、カラー部１０とは反対側で、前側で放射方向内側に向けられる
摺動面２１に向って徐々に上がり、表面４及び側面２０から摺動面２１までの過渡部は、
放射方向内向きに傾斜して延びる。摺動方向に沿った摺動面２１の前側には摺動溝２９が
、摺動面２１に隣接して周囲端面２６が、形成されている。周囲溝２９は、ラッチ後にプ
ラグヘッド１及び相手コネクタ間に形成された中間空間を封止するために、例えばシール
リング（図示せず）、好適にはＯリングを受容することができる。端面２６は、摺動面２
１と同じ直径を有しており、ロック舌片５に対応する本体２の側面に、摺動方向に対して
ほぼ横断する方向に延びるスリット２７を有する。スリット２７は、プラグブロック（図
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示せず）をプラグヘッド１にラッチ固定するために、プラグヘッド１に挿入できるプラグ
ブロックのラッチフックを受容できる。
【００２５】
　摺動スリーブ７は開口８を有し、開口８は、カラー部１０にほぼ対応する外径と、プラ
グヘッド１を受容する適当な内径とを有する。摺動スリーブ７は、ロック舌片５に割り当
てられた各内面に、ロック解除部材９を有する。ロック解除部材９は、摺動スリーブ７と
一体に形成され、ガイド脚１２と、ガイド脚１２を支持すると共にプラグヘッド１から離
れる方向を向いたガイド脚１２の側に摺動スリーブ７の内面まで形成された持ち上げ脚１
３とを有する。ガイド脚１２は、持ち上げ脚１３との間に90°より大きな角度αを形成す
る。このようにして、ロック解除部材９の、プラグヘッド１に面する側に、連結部材６の
受容に適する間隙が形成される。ロック解除部材９は、摺動方向に対してほぼ横断する方
向に摺動スリーブ７の内面上で中心出しされ、摺動方向に対して縦方向に配置される。こ
の結果、形成された間隙により、摺動スリーブ７が連結部材６を受容するので、摺動スリ
ーブ７がプラグヘッド１に押圧された後に、連結部材６はガイド脚１２に密接する。
【００２６】
　また、摺動スリーブ７は、外側ガイド部材１６及び中央ガイド部材１７の各々に、レー
ル状の相手外側ガイド部材１８及び相手中央ガイド部材１９を有する。相手中央ガイド部
材１９は、相手外側ガイド部材１８に対して中央に配置される。相手外側ガイド部材１８
は、摺動方向とほぼ平行に所定長さを有して形成される。相手外側ガイド部材１８及び相
手中央ガイド部材１９は、差込みコネクタの嵌合状態において相手外側ガイド部材１８が
外側ガイド部材１６及び中央ガイド部材１７の対応する間隙に案内されるように、ほぼ垂
直方向に配置される。
【００２７】
　相手中央ガイド部材１９は、プラグヘッド１から離れる方向を向く側に、相手制限停止
部２３及び表面を有する。この表面は、最初に摺動スリーブ７の内面と平行に相手制限停
止部２３から離れる方向に延び、次に摺動スリーブ７の内面まで放射方向外向きに延びて
いる。このように形成された斜め方向の表面は、摺動スリーブ７がプラグヘッド１に押圧
された後、制限停止部２２がロック状態で相手制限停止部２３と接触するように、外側ガ
イド部材１６、中央ガイド部材１７、相手外側ガイド部材１８及び相手中央ガイド部材１
９を摺動させることができる。このようにして、摺動方向とは逆の摺動スリーブ７の軸方
向の移動が制限されるので、摺動スリーブ７はプラグヘッド１上に密接し、紛失すること
がない。また、外側ガイド部材１６、中央ガイド部材１７、相手外側ガイド部材１８及び
相手中央ガイド部材１９は、プラグヘッド１を向く面及び摺動スリーブ７の内面がそれぞ
れ相手側と摺動接触するように形成される。このようにして、プラグヘッド１上での摺動
スリーブ７のほぼ水平方向の密接が達成される。
【００２８】
　摺動スリーブ７は、ロック解除部材９とは反対側の外表面に、摺動スリーブ７をプラグ
ヘッド１に手動で押圧すると共にプラグヘッド１上で摺動スリーブ７を軸方向により容易
に移動させるハンドルストリップを有する。また、摺動スリーブ７は、ハンドルストリッ
プとハンドルストリップとは反対側の外表面縁との間の外表面に、突起の形態をなすと共
に摺動スリーブ７と一体である指示部材３１を有する。
【００２９】
　図２は、摺動スリーブ７に割り当てられた、ロック状態である図１に示された差込みコ
ネクタの一実施形態の概略断面図である。端面２６及びスリット２７を有するプラグヘッ
ド１は、摺動スリーブ７から突出する。ロック解除部材９のガイド脚１２の放射方向内向
きの表面を有する摺動スリーブ７は、本体２上に密接する。各ガイド脚１２はほぼ丸めら
れた端部を有する。この結果、この端部は、摺動スリーブ７がプラグヘッド１に押圧され
る際に摺動傾斜部２８として作用する。この端部は、外側ガイド部材１６及び中央ガイド
部材１７が相手外側ガイド部材１８及び相手中央ガイド部材１９と共に摺動スリーブ７内
でのプラグヘッド１の中心出し案内を可能にするように、押圧される。相手外側ガイド部
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材１８が外側ガイド部材１６及び中央ガイド部材１７の対応する間隙内で案内され、外側
ガイド部材１６及び中央ガイド部材１７を有するプラグヘッド１が摺動スリーブ７上に遊
びがない状態で密接し、相手外側ガイド部材１８及び相手中央ガイド部材１９を有する摺
動スリーブ７が同時にプラグヘッド１上に遊びがない状態で密接するので、押圧されてい
る間、摺動スリーブ７の回転運動を大幅に防止することができる。
【００３０】
　摺動スリーブ７がさらに押圧されると、プラグヘッド１上での摺動スリーブ７の遊びの
ない水平方向の密接もまた、傾きのないほぼ遊びのない密接、及び端面２６上及びほぼ摺
動面２１上の本体２におけるガイド脚１２のガイド面１４の容易な案内を可能にする。こ
の場合、ガイド脚１２の放射方向外向きの面は、最初に予荷重がない状態で連結部材６と
密接するようになる。摺動スリーブ７がさらに押圧されると、肩３０上の摺動傾斜部２８
の案内のため、ガイド脚１２は放射方向外向きに押圧される。この結果、ロック解除部材
９との連結部材６の、及び本体２とのロック解除部材９の予荷重下の密接が達成される。
【００３１】
　制限停止部２２が相手制限停止部２３と接触すると、摺動スリーブ７は、押圧の終了を
同時に定めるロック状態にある。この場合、連結部材６はガイド脚１２の放射方向外向き
の側に密接し、ガイド面１４は予荷重下で表面４に密接する。連結部材６は、カラー部１
０から離れる方向を向く側に、持ち上げ脚１３の傾斜に対応する放射方向内向きの斜面を
有する。この結果、連結部材６もまた持ち上げ脚１３に密接するので、プラグヘッド１上
の摺動スリーブ７の垂直方向の密接が達成される。ガイド脚１２及び摺動スリーブ７によ
り形成され、連結部材６を受容する間隙は、摺動スリーブ７が摺動方向に移動して差込み
接続を解除する際に、ロック解除状態に対応する位置に到達するほど遠くに連結部材６が
ロック舌片５を持ち上げるような高さを有する。この移動の場合、上述したように、摺動
スリーブ７は、相手外側ガイド部材１８及び相手中央ガイド部材１９上で水平方向に密接
し、同時に垂直方向の予荷重下で、遊びを伴わないでロック解除部材９上でプラグヘッド
１上に密接する。遊びのない、予荷重下の密接は、外側ガイド部材１６及び中央ガイド部
材１７、連結部材６及び表面４により、プラグヘッド１に対応して達成される。このよう
にして、摺動スリーブ７が移動する際の移動軸の周りの摺動スリーブ７の回転は、信頼性
高く防止される。このため、ロック舌片５は、連結部材６により本体２から均等に持ち上
げられるので、差込み接続を容易に解除することができる。
【００３２】
　図２に示される摺動スリーブ７のロック状態において、カラー部１０付近に端部を有す
る摺動スリーブ７は、摺動方向にカラー部１０の前で支持される支えカラー部２５上に位
置する。さらに、ロック舌片５の放射方向外向き面と摺動スリーブ７のハンドルストリッ
プとは反対側の内面との間の距離は、圧縮力のために最初に摺動スリーブ７上に放射方向
内側を向き、次に軸方向を向く摺動スリーブ７の軸方向の場合、ロック舌片５の効果が影
響を与えないように、十分に選択される。というのは、カラー部１０付近の摺動スリーブ
７の端部が支えカラー部２５上に位置するからである。支えカラー部２５が取り囲む形態
で図示されている場合であっても、支えカラー部２５は、本体２の表面上に形成されるの
みであってもよいか、自身のために摺動スリーブ７用の支え機能を要求する同様な形態で
あってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明に従った差込みコネクタの分解斜視図である。
【図２】図１に示された差込みコネクタの断面図である。
【符号の説明】
【００３４】
１　　プラグヘッド
２　　中空本体
３　　ケーブル接続部材
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４　　表面
５　　ロック舌片
６　　連結部材
７　　摺動スリーブ
８　　開口
９　　ロック解除部材
１０　カラー部
１２　ガイド脚
１３　持ち上げ脚
１４　ガイド面
１６　外側ガイド部材（ガイド部材）
１７　中央ガイド部材（ガイド部材）
１８　相手外側ガイド部材（相手ガイド部材）
１９　相手中央ガイド部材（相手ガイド部材）
２０　側面
２１　摺動面
２２　制限停止部
２３　相手制限停止部
２８　摺動傾斜部
３１　指示部材

【図１】

【図２】
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